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令和６年度 岐阜県における高齢者虐待の状況について 

 

令和７年１２月２５日  

岐阜県健康福祉部高齢福祉課  

 

１ 総論 

（１）相談・通報受理件数の合計 

･ 令和６年度中の高齢者虐待に係る相談・通報受理件数は、合計で４９３件でした。 

･ 内訳は、養護者によるものが４４７件（９０．７％）、養介護施設従事者等によるものが

４６件（９．３％）でした。 

 ※養介護施設従事者等による相談・通報受理件数のうち、４５件は市町村が受理、１件は県が直接受

理しています。 

 

（２）虐待を受けた又は受けたと思われたと判断した事例 

･ 令和６年度中に高齢者虐待を受けた又は受けたと思われたと判断した事例は２０９件、

被虐待者数２１３人でした。 

･ 内訳は、養護者による虐待が１９６件で、養介護施設従事者等による虐待は１３件でし

た。 

 

２ 養護者による虐待について 

（１）相談・通報者 

･ 令和６年度中の養護者による高齢者虐待に係る相談・通報受理件数４４７件に対する相

談・通報者数は４６９人でした。（一部重複通報あり） 

･ 相談・通報者別で、最も多いのは「介護支援専門員」によるもので、１８１人 

（３８.６％）でした。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

図１ 養護者による虐待の相談・通報者別内訳（一部重複） 
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（２）虐待の種別  

･ 令和６年度中に養護者による虐待を受けた又は受けたと思われたと判断した事例 

１９６件（被虐待者数１９９人）のうち、最も多いのが「身体的虐待」の１４７人 

（７３.９％）でした。（重複あり） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 虐待の種別（一部重複） 

 

（３）被虐待者の性別  

･ 養護者による虐待を受けた又は受けたと思われたと判断した事例（１９６件）の被虐待

者１９９人のうち、女性は１４８人（７４．４％）、男性は５１人（２５．６％）でし

た。 

 

（４）被虐待者の年齢  

･ 養護者による虐待を受けた又は受けたと思われたと判断した事例（１９６件）の被虐待

者１９９人のうち、最も多いのは８０～８４歳の５６人（２８．１％）でした。 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ 被虐待者の年齢 

147 

31 

98 

3 

36 

0

20

40

60

80

100

120

140

160

身体的虐待 介護等放棄 心理的虐待 性的虐待 経済的虐待

（人）

5 

22 

45 

56 

45 

26 

0

10

20

30

40

50

60

65～69歳 70～74歳 75～79歳 80～84歳 85～89歳 90歳以上

（人）



3 

 

（５）虐待者との同居・別居  

･ 養護者による虐待を受けた又は受けたと思われたと判断した事例（１９６件）の被虐待

者１９９人のうち、虐待者とのみ同居が１００人、虐待者及び他家族と同居が７５人

で、全体の８８．０％でした。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図４ 虐待者との同居・別居の状況 

 

（６）世帯構成  

･ 養護者による虐待を受けた又は受けたと思われたと判断した事例（１９６件）の被虐待 

者１９９人が属する世帯構成のうち、最も多いのは「未婚の子と同居」の６０人 

（３０．２％）でした。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

図５ 世帯構成  
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（７）被虐待者から見た虐待者の続柄  

･ 養護者による虐待を受けた又は受けたと思われたと判断した事例（１９６件）の被虐待

者１９９人の虐待者のうち、最も多い続柄は「息子」の７９人（３７．１％）でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図６ 虐待者の続柄（一部重複） 

 

（８）分離を行った事例の対応内訳  

･ 養護者による虐待を受けた又は受けたと思われたと判断した事例で、令和６年度中に 

「被虐待者の保護として虐待者からの分離を行った事例」は７０人でした。 

･ 分離を行った場合の対応で、最も多いのが「契約による介護保険サービスの利用」の 

３２人（４５.７％）でした。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 図７ 分離を行った事例の対応内訳 
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（９）分離していない事例の対応内訳 

･ 養護者による虐待を受けた又は受けたと思われたと判断した事例で、令和６年度中に被

虐待者の保護と虐待者からの分離をしていない事例は１２５人でした。 

･ 分離をしていない場合で、最も多い対応（経過観察（見守り）を除く。）は「養護者に 

対する助言・指導」で６６人（５２．８％）でした。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図８ 分離していない事例の対応内訳（一部重複） 

 

（１０）権利擁護に関する対応  

･ 成年後見制度の利用については、利用開始済みが１人、「利用手続き中」が２人でした。

また、令和６年度内に成年後見制度を「利用開始済」もしくは「利用手続き中」であった

３人のうち１人が市町村長申立の事例でした。 

・「日常生活自立支援事業の利用」は４人でした。 

 

３ 養介護施設従事者等による虐待について 

（１）相談・通報者  

･ 令和６年度中に養介護施設従事者等による虐待にかかる相談・通報があった４６件の内

訳は、家族・親族が３件、施設職員が１２件、施設元職員が３件、施設・事業所の管理

者が１４件、医療機関従事者（医師含む）が４件、介護支援専門員が３件、地域包括支

援センター職員が３件、その他が９件でした。（重複あり） 

 

（２）事実確認調査  

･ 養介護施設従事者等による虐待にかかる相談・通報にもとづき、令和６年度中に事実確

認を行った事例は４６件で、虐待の事実が認められた事例は１３件でした。 
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４ 虐待の発生要因について 

（１） 要因分析  

・養護者による虐待を受けた又は受けたと思われたと判断した事例（１９６件）の被虐待

者１９９人の発生要因の合計は１，８１８件（１人平均９．１件）で、そのうち、最も 

多い要因は「虐待者側の要因」の「精神状態が安定していない」の１２２件でした。 

また、すべての要因のうち、虐待者側の要因は１，０７１件（５８．９％）、被虐待者側

の状況は４８０件（２６．４％）、家庭の要因は２０１件（１１.１％）でした。（それぞ

れの事例について、下記の項目のうちあてはまるものすべてを計上しています。） 
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